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応急仮設住宅への円滑な入居について（例） 

市町村 
入居管理担当 

県建設担当 
県 

入居管理担当 

 ② 応急仮設住宅の用地・戸数・予定
等の情報について、県入居・管理担当
が整理し 速やかに市町村に提供

① 県は入居
管理部局を
確定。 

③ 市町村の入居管理担当
は、用地が確定した後速
やかに募集が開始できる

用地確定  
 

進捗状況の 
情報整理

 
募集要件確定 

が整理し、速やかに市町村に提供。
やかに募集が開始できる
よう準備。 

募集開始 

募集終了

※被災者（県外避難者
含む）への情報提供 

 

着工 

情報整理
 
 
 
 

④  日 赤 に 家 電 搬 入 場
募集終了

入居者決定
建物完成

【3～4週間】  
 
 

⑤ 県は進捗状況を随時
収集し、市町村へ情報
提供を行う。 

所・搬入数を要請 

入居者決定

入居説明会 
（入居契約） 

 
鍵渡し 

建物完成 

建物検査 

⑥ 建物が完成する前に入居者が決定され
ていること。 

家電搬入 

応急仮設住宅における生活の開始 

(注) 重要なことは、⑥ 建物が完成した段階で入居者が決定されていることであり、

上記フローはその一例を示しているもの。自治体ごとに応用動作でより円滑な入居

が実現するように工夫することは当然あり得る。 
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